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東
京
駒
込
の
高
林
寺
（
文
京
区
向
丘
二
丁
目
三
十
七
番
五
号
）
に
あ
る

緒
方
洪
庵
（
一
八
一
○
’
一
八
六
三
）
の
墓
は
、
も
と
約
百
メ
ー
ト
ル
西

南
の
地
点
に
あ
っ
て
、
大
正
十
三
年
二
月
五
日
（
一
九
二
四
）
に
東
京

府
の
史
蹟
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
十
一
年
（
一
九
三

六
）
に
な
っ
て
、
寺
の
前
の
道
路
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
墓

の
場
所
に
か
か
る
と
い
う
の
で
、
同
年
六
月
二
十
二
日
に
現
在
の
位

置
に
移
転
し
た
の
で
あ
る
（
文
献
ご
・

あ
た
ら
し
い
墓
所
は
、
面
積
が
せ
ま
く
、
形
も
ち
が
う
の
で
、
墓

石
や
贈
位
記
念
碑
（
追
貴
碑
）
を
も
と
の
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
追
賞
碑
は
、
も
と
洪
庵
夫
妻
の
墓
石
の
列

の
背
後
の
中
間
に
あ
っ
て
、
二
つ
の
墓
石
の
あ
い
だ
か
ら
見
え
る
位

置
に
た
て
ら
れ
て
あ
っ
た
が
、
移
転
後
は
、
そ
の
余
地
が
な
い
た
め
、

緒
方
洪
庵
墓
の
整
理

弓
｝
５
罰
①
胃
国
冒
鴨
日
①
昌
旦
尻
○
日
〕
（
狩
四
国
璽
印
弓
（
）
］
鼻
）
．

洪
庵
夫
妻
の
墓
石
に
む
か
っ
て
右
の
手
前
に
、
こ
れ
と
直
角
の
位
置

に
す
え
、
ま
た
緒
方
菫
三
郎
（
洪
庵
の
末
子
）
と
緒
方
洪
三
（
十
カ
月
で

没
。
お
そ
ら
く
重
三
郎
の
子
）
と
の
墓
が
も
と
の
墓
所
内
の
右
ワ
キ
に

は
な
れ
て
た
っ
て
い
た
の
を
、
右
奥
の
隅
に
す
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
配
置
で
は
、
墓
に
近
づ
く
と
き
、
か
な
ら
ず
ま

ず
高
い
追
賞
碑
の
背
面
が
見
え
る
の
で
、
親
族
の
あ
い
だ
で
、
こ
の
位

置
を
か
え
る
考
え
が
起
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
そ
の
機
運
が
熟
し
、

菫
三
郎
、
洪
三
の
二
基
の
墓
石
を
と
り
は
ら
っ
て
、
そ
の
場
所
へ
追
貴

碑
を
移
す
こ
と
に
し
た
。
重
三
郎
の
子
孫
は
な
く
、
家
は
絶
え
て
い

る
の
で
、
墓
誌
の
拓
本
を
と
り
、
写
真
を
と
っ
て
、
こ
れ
を
保
存
し
、

墓
石
は
こ
れ
ま
で
の
追
貴
碑
の
位
置
の
地
下
に
埋
め
、
必
要
な
と
き

は
ほ
り
お
こ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

緒
方
富
雄

弓
。
日
ざ
○
ぬ
色
白
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こ
れ
ま
で
は
地
面
が
露
出
し
て
い
た
の
を
、
こ
の
機
会
に
御
影
石

の
敷
石
と
大
粒
の
伊
勢
玉
と
を
敷
き
つ
め
、
す
き
ま
を
セ
メ
ン
ト
で

固
め
た
。
ま
た
背
後
に
石
柱
を
お
ぎ
な
い
、
鉄
棒
を
と
お
し
て
、
形

を
と
と
の
え
た
。

工
事
は
今
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
六
月
十
日
の
洪
庵
忌
の
前
日
に
完

成
し
た
。
（
写
真
１
）
。

こ
の
た
び
、
洪
庵
の
略
歴
を
墓
歴
と
を
し
る
し
た
も
の
を
ス
エ
ー

デ
ン
産
赤
御
影
の
板
に
彫
り
、
洪
庵
夫
人
の
墓
に
む
か
っ
て
左
手
前

の
地
面
に
低
く
す
え
た
。
設
計
は
わ
た
く
し
で
あ
る
。
こ
の
板
の
冒

頭
に
彫
っ
た
緒
方
洪
庵
の
自
署
は
、
洪
庵
が
万
延
元
年
十
月
（
一
八

六
○
）
大
阪
尼
崎
町
に
除
痘
館
が
で
き
た
日
に
書
い
た
除
痘
館
記
録

の
最
後
の
署
名
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
２
参
照
）
文
は
下
段

の
と
お
り
で
あ
る
。

追
貢
碑
は
、
明
治
四
十
二
年
六
月
八
日
（
一
九
○
九
）
に
洪
庵
に
従

四
位
が
贈
位
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
明
治
四
十
五
年
七
月
（
一
九

一
二
）
に
た
て
ら
れ
た
も
の
で
、
撰
は
森
林
太
郎
、
書
は
日
下
部
東

作
鳴
鶴
で
あ
る
（
文
献
二
、
三
）
。

な
お
洪
庵
、
洪
庵
夫
人
の
墓
誌
、
追
賞
碑
の
碑
文
は
、
す
べ
て
わ

た
く
し
の
「
緒
方
洪
庵
」
（
文
献
四
）
に
の
っ
て
い
る
。

’
１

文
化
七
年
七
月
十
四
日
（
一
八
一
○
）
備
中
足
守
に
生
る

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
よ
り
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で

大
阪
に
適
々
斎
塾
を
開
く

文
久
三
年
六
月
十
日
（
一
八
六
三
）
江
戸
に
て
没
五
十
四
才

花
陰
院
殿
前
法
眼
公
裁
文
粛
大
居
士

文
久
三
年
六
月
十
二
日
（
一
八
六
三
）
高
林
寺
に
埋
葬

明
治
四
十
五
年
七
月
十
日
（
一
九
一
二
）
追
貰
碑
建
立

大
正
十
三
年
二
月
五
日
（
一
九
二
四
）
東
京
府
史
蹟
指
定

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
二
日
（
一
九
三
六
）

道
路
拡
張
の
た
め
現
在
位
置
へ
移
転

昭
和
四
十
三
年
六
月
十
日
（
一
九
六
八
）

追
賞
碑
移
転
整
備

緒
方
洪
庵
（
自
署
拡
大
）

緒
方
洪
庵
韮
峠
轄
鋤
学
峠

『

教
育
者

医
学
所
頭
取

一一
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写真l 整備した洪庵墓所

写真2あたらしくすえた洪庵略歴と墓歴
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十
九
年
再
録

二
緒
方
富
雄

第
一
四
巻

三
緒
方
富
雄

医
事
新
報

四
緒
方
富
雄

一
緒
方
富
雄
「
緒
方
洪
庵
墓
の
移
転
」
中
外
医
事
新
報
第
一
二
三
九

号
昭
和
十
二
年
一
月
、
緒
方
富
雄
「
蘭
学
の
こ
ろ
」
弘
文
社
昭
和

文
献

「
緒
方
洪
庵
の
贈
位
と
そ
の
前
後
」
日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
号
昭
和
四
十
三
年
七
月

「
緒
方
洪
庵
贈
位
記
念
碑
の
建
設
と
そ
の
前
後
」
日
本

第
一
四
巻
第
二
号
昭
和
四
十
三
年
七
月

「
緒
方
洪
耀
伝
」
岩
波
書
店
昭
和
三
十
八
年
三
月
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鴎
外
の
名
高
い
史
伝
に
、
「
渋
江
抽
齋
」
が
あ
る
。

江
戸
末
期
の
弘
前
籍
の
定
府
の
医
官
渋
江
抽
齋
の
伝
記
で
、
抽
齋

一
代
の
事
跡
は
も
と
よ
り
そ
の
子
孫
に
至
る
ま
で
、
人
と
時
代
と
を

ほ
ぼ
編
年
的
に
精
細
に
描
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
渋
江
抽
齋
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
大
正
五
年
で
、
そ
の
年
の
一

月
三
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
約
四
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
、
東
京
日
日
耐

大
阪
毎
日
の
両
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
。

当
時
私
は
中
学
へ
入
学
し
た
ば
か
り
の
頃
で
、
新
聞
紙
上
に
連
載

さ
れ
た
抽
斎
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
全
く
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

私
が
は
じ
め
て
「
渋
江
抽
斎
」
を
知
っ
た
の
は
弘
前
高
等
学
校
の
三

年
の
時
で
、
大
正
十
二
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
鴎
外
の
全
集
が

鴎
外
の
史
伝
【
渋
江
抽
斎
】
の
校
勘
記

シ
ｚ
ｇ
①
○
口
○
ぬ
巴
》
い
く
自
豈
品
固
め
宮
ゴ
Ｐ
①
当
）

刊
行
さ
れ
て
そ
の
時
に
配
本
に
な
っ
た
第
七
巻
史
伝
の
中
に
、
「
渋

江
抽
斎
」
が
収
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
渋
江
抽
斎
」
は
史
実
に
も
と
ず
く
精
徴
な
実
証
的
論
述
で
あ
り
、

し
か
も
幕
末
か
ら
明
治
大
正
へ
と
時
運
変
遷
の
跡
を
叙
し
て
あ
ま
す

と
こ
ろ
な
く
、
ま
こ
と
に
興
味
津
々
と
し
て
一
読
巻
を
掩
う
能
わ
ざ

ら
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
中
で
も
維
新
当
時
江
戸
定
府
の
引
き
揚

げ
に
伴
い
舞
台
は
に
わ
か
に
弘
前
に
移
り
、
し
か
も
そ
の
場
所
は
私

た
ち
の
住
居
の
周
辺
で
あ
り
、
そ
の
登
場
人
物
は
い
ず
れ
も
私
た
ち

の
日
常
接
す
る
人
た
ち
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
非
常
に
近
親
感
を

覚
え
感
銘
が
こ
と
に
深
か
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
弘
前
は
津
軽
の
城
下
街
で
は
あ
る
が
、
北
奥
辺

(一）

松

シ
江
国
昌
昌
呂
匿
巨
．
ロ
．

国
営
○
麗
酉
、
シ
○
日
○
国
〕
菅
冨
冒

木

明
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陣
の
地
で
あ
る
た
め
弘
前
の
街
や
津
軽
の
風
俗
な
ど
が
著
名
な
文
芸

作
品
の
中
に
描
写
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ

れ
ま
で
に
は
田
山
花
袋
の
小
説
「
生
」
の
中
に
古
め
か
し
い
弘
前
の
城

下
街
の
風
物
が
そ
の
珍
奇
な
言
葉
と
と
も
に
、
わ
ず
か
に
描
写
さ
れ

て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
一
般
的
の
描
写
で

特
定
の
場
所
や
人
物
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
載
は
全
然
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
「
渋
江
抽
斎
」
で
は
も
ち
ろ
ん
抽
斎
や
そ
の
系
族
に
つ
い

て
は
全
く
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
が
、
弘
前
で
の
人
物
た
と
え
ば

矢
川
一
族
や
中
村
一
族
な
ど
私
た
ち
が
熟
知
の
人
物
が
多
く
、
ま
た

そ
の
場
所
も
富
田
新
町
北
新
寺
町
白
銀
町
な
ど
す
べ
て
私
た
ち
の
周

囲
の
日
常
来
往
す
る
土
地
で
あ
っ
た
。

○

翌
大
正
十
三
年
四
月
に
私
は
東
京
大
学
医
学
部
へ
入
学
し
た
。
関

東
大
震
災
の
翌
年
で
あ
る
。

そ
の
年
の
九
月
に
は
永
井
荷
風
の
「
麻
布
楪
記
」
が
春
陽
堂
か
ら

刊
行
さ
れ
た
。
荷
風
の
作
品
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
あ
め
り
か
物
語
」

や
「
ふ
ら
ん
す
物
語
」
そ
の
他
の
作
品
に
親
し
ん
で
、
そ
の
独
特
の

自
然
描
写
や
文
明
批
評
な
ど
に
深
く
傾
倒
し
て
い
た
の
で
、
早
速
一

本
を
求
め
て
こ
れ
を
繕
い
た
・

「
麻
布
楪
記
」
は
荷
風
が
居
を
麻
布
に
遷
し
て
か
ら
五
年
の
間
に

発
表
し
た
小
説
随
筆
の
類
を
集
め
て
一
冊
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
中

に
抽
斎
の
次
子
優
善
が
遊
蕩
無
頼
の
生
涯
と
荷
風
自
ら
の
性
行
と
を

比
較
し
た
「
梅
雨
岾
」
の
一
篇
や
、
「
渋
江
抽
斎
」
に
関
す
る
荷
風

の
詳
細
な
論
評
な
ど
が
あ
っ
た
。
荷
風
の
「
麻
布
榛
記
」
の
中
に
渋
江

抽
斎
に
関
す
る
記
事
が
あ
ろ
う
と
は
全
く
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
さ
き
に
読
ん
だ
「
渋
江
抽
斎
」
を
想
起
し
な
が
ら
、
荷
風
の

凱
切
な
論
評
に
深
い
感
動
を
覚
え
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
は
血
清
化
学
の
研
究
に
従
事
し
一
般
の
興

味
も
ま
た
自
ら
自
然
科
学
や
生
物
学
の
方
面
に
移
っ
た
た
め
に
、

「
渋
江
抽
斎
」
に
つ
い
て
は
い
つ
と
は
な
し
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
。

○

昭
和
十
五
年
八
月
に
な
っ
て
「
渋
江
抽
斎
」
が
岩
波
文
庫
で
刊
行

さ
れ
た
。
「
渋
江
抽
斎
」
が
単
行
本
に
な
っ
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て

で
あ
る
。
そ
れ
で
約
二
十
年
振
り
で
「
渋
江
抽
斎
」
を
再
読
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

抽
斎
は
江
戸
定
府
の
医
官
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
交
遊
諸
家
に

も
医
家
が
多
く
、
北
岡
大
惇
、
小
野
元
秀
、
佐
々
木
元
俊
な
ど
「
渋
江
抽

斎
」
の
中
に
登
場
す
る
弘
前
藩
の
著
名
な
医
家
も
ま
た
少
く
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
「
渋
江
抽
斎
」
は
実
に
津
軽
の
医
史
へ
の
緒
口
で
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あ
り
津
軽
の
医
史
の
研
究
は
「
渋
江
抽
斎
」
を
一
つ
の
拠
点
と
し
て

展
開
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
診
療
の
か
た
わ
ら
、
津
軽
地
方
人
の
血
清
人

類
学
的
研
究
を
企
図
し
て
い
た
の
で
時
間
的
に
も
ほ
と
ん
余
裕
が
な

か
っ
た
が
、
漸
く
最
近
に
な
っ
て
そ
の
研
究
も
一
応
終
了
し
た
の
で
、

か
ね
て
か
ら
関
心
を
も
っ
て
い
た
「
渋
江
抽
斎
」
の
考
察
に
着
手
し

改
め
「
渋
江
抽
斎
」
を
読
み
返
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

○

と
こ
ろ
が
意
外
に
も
「
渋
江
抽
斎
」
の
中
に
十
数
個
所
の
誤
謬
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
全
集
（
昭
和
二
十
六
年
岩
波
版
）
の
巻
末

に
あ
る
校
勘
記
に
於
い
て
誤
謬
や
脱
漏
補
遺
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い

記
載
が
あ
る
の
で
、
よ
も
や
誤
謬
な
ど
が
あ
ろ
う
と
は
全
く
思
い
が

け
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
誤
謬
は
嗣
子
保
や
そ
の
他
の
報
道
者
が
鴎
外
に
呈
出
し

た
資
料
に
於
い
て
す
で
に
誤
謬
が
あ
り
、
鴎
外
が
そ
の
資
料
を
そ
の

ま
ま
採
用
記
載
し
た
た
め
に
よ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
鴎

外
自
身
の
考
え
違
い
書
き
違
い
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

全
集
に
採
録
さ
れ
た
「
渋
江
抽
斎
」
は
掲
載
当
時
の
新
聞
の
切
抜

き
に
つ
い
て
、
鴎
外
自
身
が
加
筆
訂
正
し
た
も
の
を
底
本
と
し
て
採

用
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
誤
謬
は
そ
の
訂
正
の

際
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
現
在
な
お
全
集
に
そ

の
ま
ま
誤
謬
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
鴎
外
自
身

も
気
が
つ
か
ず
に
看
過
し
た
も
の
と
見
え
る
。

全
く
白
壁
の
微
暇
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
真

実
を
尊
ぶ
歴
史
や
伝
記
に
於
い
て
は
一
宇
の
誤
謬
一
事
の
矛
盾
も
そ

の
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
大
な
も
の
が
あ
り
、
い
か
な
る
玻

末
な
事
柄
で
も
そ
の
ま
ま
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
と
に
科
学
的

に
精
細
に
描
出
さ
れ
た
「
渋
江
抽
斎
」
に
於
い
て
は
な
お
然
り
と
す

る
。
こ
れ
ら
の
誤
謬
は
是
非
と
も
註
記
も
し
く
は
解
説
に
於
い
て
訂

正
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

左
に
こ
れ
ら
の
誤
謬
を
記
載
し
こ
れ
に
簡
単
な
説
明
を
加
え
る
。

１

「
中
に
も
外
崎
氏
の
名
を
指
し
た
人
は
郷
土
の
事
に
精
し
い
佐

藤
弥
六
さ
ん
と
云
ふ
老
人
で
、
当
時
大
正
四
年
に
七
十
七
歳
に
な

る
と
云
っ
て
あ
っ
た
」

（
そ
の
四
一
○
四
頁
）

佐
藤
弥
六
は
天
保
十
三
年
の
生
れ
で
大
正
十
二
年
に
八
十
二
歳
の

高
令
で
死
去
し
た
の
で
、
大
正
四
年
に
は
七
十
四
歳
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
七
十
七
歳
と
あ
る
の
は
七
十
四
歳
と
訂
正
註
記
す
べ
き
で
あ
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国
戸
昌
二
局
Ｈ
①
四
月
の
、
①
く
①
邑
房
⑦
ご
Ｈ
巨
勗
国
岸
①
い
』
冒
昌
．
目
属
目
ぐ
○
〈

１

召
ご
｝
昼
、
ケ
ダ
ご
Ｃ
巨
岸
」
ず
①
用
〕
貝
）
ず
画
ず
』
望
○
凹
巨
の
①
〔
罠
二
〕
①
○
ぬ
且
》
印
冒
昌
】
質
ｗ
Ｃ
ｐ
ｏ
の
も
ロ
○
己

戸
④
』
。 シ

屋
⑦
巨
印
言
〕
昌
旦
（
澤
易
昌
堕
］
号
匡
の
合
き
印
く
屍
認
）
尋
扉
○

一
〕
四
」
ず
①
印
目
煙
｛
回
目
国
○
匡
ｍ
用
〕
｝
〕
］
⑪
』
毎
』
四
目
○
閉
目
印
ｐ
脆
み
胃
昌
｛
の
匡
竺
“
一
，
二
四
旨
．

弓
國
馳
一
○
ぬ
鄙
の
巴
罠
思
昌
〕
皇
、
〔
閃
の
〕
‐
〕
二
閨
君
国
茸
毎
国
｝
〕
】
○
ぬ
昌
彦
｛
○
局
．
一
目
目

る
。

佐
藤
弥
六
は
弘
前
藩
士
で
弘
前
藩
の
蘭
医
佐
々
木
元
俊
に
蘭
学
を

学
び
、
後
江
戸
に
出
て
福
沢
諭
吉
の
英
学
塾
で
学
ん
だ
。
明
治
五
年
帰

郷
親
方
町
で
西
洋
小
間
物
の
店
を
開
い
た
。
ま
た
津
軽
の
郷
土
史
に

精
し
く
著
書
に
「
津
軽
し
る
べ
」
や
「
陸
奥
評
林
」
な
ど
が
あ
る
。

鴎
外
に
佐
藤
弥
六
の
こ
と
を
報
じ
た
の
は
当
時
弘
前
の
衛
戌
病
院

長
を
し
て
い
た
二
等
軍
医
正
扣
村
保
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
や
「
渋

江
抽
斎
」
に
も
「
そ
の
う
ち
弘
前
に
勤
め
て
ゐ
る
同
僚
の
書
状
が
数

通
届
い
た
」
（
そ
の
四
一
○
四
頁
）
と
あ
り
、
大
正
四
年
八
月
十

四
日
の
円
記
に
も
「
柏
村
保
に
書
を
遣
る
」
と
あ
る
。
抽
斎
の
こ
と

を
杣
村
保
に
問
い
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
未
完
）

（
医
師
弘
前
市
在
住
）

醜
屋
胃
弓
再
二
四
門
望

胃
目
侍
医
許
の
色
門
ユ
ユ
の
詳
彦
の
］
｝
〕
四
ぐ
①
ず
①
①
ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｈ
儲
①
ｎ
斤
①
」
四
国
』
串
）
国
の
烏

ｃ
ｃ
目
員
冨
の
旨
昌
四
国
①
砧
｝
胃
い
ぐ
①
す
①
の
巨
四
〔
｝
』
の
』
円
の
の
己
①
○
ｓ
ぐ
①
一
く

ら
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１
緒
言

２
「
甲
状
腺
」
の
語
史
学
的
考
察

①
「
解
体
新
書
」
以
前
の
解
剖
書
と
甲
状
腺

②
「
解
体
新
書
」
と
甲
状
腺

⑧
「
重
訂
解
体
新
書
」
と
甲
状
腺

側
「
医
範
提
綱
」
と
甲
状
腺

⑤
明
治
期
の
解
剖
書
に
現
わ
れ
た
甲
状
腺

３
結
語

註
1

緒
二二

1 1

（
甲
状
腺
〕
の
語
史
学
的
考
察

シ
国
①
ｑ
目
○
さ
哩
色
巴
、
戸
己
昌
○
ロ
テ
の
吾
買
○
己
哩
閏
己
《
《
嵐
且
Ｃ
ｌ
の
①
ロ

》
凶

Ｐ
商
８
日
○
巨
臼
印
匡
匿
》
冒
．
ロ

ロ
①
宮
．
且
シ
ロ
の
、
牙
①
巴
○
さ
ぬ
］

の
ｇ
ｏ
ｇ
（
〕
｛
罠
＆
胃
冒
①
〉
崖
胃
○
段
匿

口
冒
弓
・
〉
旨
で
騨
目

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
松
木
明

内
分
泌
器
官
の
一
つ
で
あ
る
「
甲
状
腺
」
に
つ
い
て
、
そ
の
語
が

い
つ
頃
か
ら
だ
れ
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
か
は
興
味
の
あ
る
問
題
で

あ
る
。

①

人
体
解
剖
名
彙
の
語
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
鳥
博
士
が
総
説

的
な
研
究
を
発
表
し
て
い
る
が
、
各
々
の
器
官
や
組
織
の
名
彙
に
つ

い
て
の
語
史
学
的
研
究
は
少
な
い
。

内
分
泌
の
概
念
は
中
国
の
医
学
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ

②
⑧

ず
、
西
欧
に
お
い
て
も
そ
の
概
念
が
具
体
的
に
形
成
さ
れ
始
め
た
の

は
漸
く
十
七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

知
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⑪
「
解
体
新
書
」
以
前
の
解
剖
害
と
甲
状
腺

ほ
か
の
諸
分
野
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
、
医
学
の
分
野
に
お
い

て
も
、
日
本
は
中
国
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
影
響

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
中
国
の
医
学
を
そ
の
ま
ま
移
入
受
容
し
そ
の

伝
統
を
墨
守
し
た
。

も
っ
と
も
鎌
倉
、
室
町
、
江
戸
と
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
中

国
伝
来
の
医
学
は
わ
が
国
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
と
は
い
う
も
の
の
、

解
刈
学
の
巾
で
最
も
基
礎
と
な
る
解
剖
名
彙
に
つ
い
て
は
中
国
の
そ

れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
五
臓
六
冊
説
で
代
表
さ
れ
る
中
国
の
古
典
医
学
で
は
、

内
分
泌
器
官
に
つ
い
て
は
全
く
認
識
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
伝

統
を
継
承
し
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
何
ら
考
慮
が
払
わ
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

「
解
体
新
書
」
の
中
で
杉
田
玄
白
ら
が
「
漢
人
所
未
説
者
」
と
記

本
稿
で
は
内
分
泌
器
官
の
一
つ
で
あ
る
甲
状
腺
に
つ
い
て
語
史
学

的
考
察
を
加
え
る
が
、
こ
れ
は
単
に
一
解
剖
名
彙
の
命
名
の
歴
史
に

止
ま
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
解
剖
学
の
発
達
の
一
面
を
示
す
も
の
と

言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２
「
甲
状
腺
」
の
語
史
学
的
考
察

４

載
し
た
「
膵
臓
」
と
は
異
な
り
、
内
分
泌
器
官
の
中
で
も
比
較
的
体

表
近
く
に
存
し
、
ま
た
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
甲
状
腺
腫
の
際
に
は
触

知
可
能
な
甲
状
腺
に
つ
い
て
さ
え
、
何
ら
記
載
が
見
ら
れ
な
い
の
は

右
に
述
べ
た
理
由
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

西
欧
の
近
世
解
剖
学
の
移
入
紹
介
、
つ
ま
り
具
体
的
に
は
「
解
体

新
書
」
の
紬
訳
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
わ
が
国
の
医
師
は
「
甲
状
腺
」
の

存
在
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

⑤

山
脇
東
洋
の
「
臓
志
」
（
宝
暦
九
年
、
一
七
五
九
）
は
わ
が
国
で
公
刊

さ
れ
た
最
初
の
人
体
解
剖
書
で
あ
る
が
、
中
国
医
学
の
影
響
を
強
く

受
け
て
お
り
、
大
小
腸
の
区
別
さ
え
明
記
し
て
お
ら
ず
、
甲
状
腺
の

記
載
が
見
ら
れ
な
い
の
も
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

２

こ
れ
に
次
い
て
上
梓
さ
れ
た
河
口
信
任
の
「
解
屍
編
」
（
明
和
九
年
、

一
七
七
二
）
の
中
で
も
「
甲
状
腺
」
の
記
載
は
な
い
。

東
洋
の
解
剖
実
施
に
倣
っ
て
こ
れ
を
行
う
も
の
が
輩
出
し
た
。
伊

良
子
光
顕
（
宝
暦
八
年
、
一
七
五
八
）
、
栗
山
孝
庵
（
宝
暦
八
、
九
年
、
一

七
五
八
、
九
）
、
平
壺
賀
甲
叔
（
明
和
二
年
、
一
七
六
五
）
、
半
井
彦
、
山
室

知
将
（
明
和
六
年
、
一
七
六
九
）
、
ら
の
事
蹟
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

彼
等
の
解
剖
の
目
的
が
主
と
し
て
胸
腹
部
臓
器
の
観
察
に
あ
っ
た
た

め
か
、
甲
状
腺
に
ま
で
は
注
意
が
払
わ
れ
て
な
か
っ
た
。

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
辞
で
あ
る
本
木
良
意
に
よ
っ
て
、
レ
ム
メ
リ
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⑥

ン
の
解
剖
害
が
「
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
」
と
し
て
祇
訳
さ
れ
た
の

は
遅
く
と
も
元
禄
十
年
（
ニ
ハ
九
六
）
以
前
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

刊
行
さ
れ
た
の
は
そ
れ
よ
り
後
の
明
和
九
年
（
一
七
七
三
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
に
お
け
る
西
洋
解
剖
書
雛
訳
の
噌
矢
と
し
て
近
年
と
く
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
中
に
は
甲
状
腺
に
つ
い
て

何
等
の
記
載
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
レ
ム
メ
リ
ン
の
原
本
に
接
し
得

な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
原
本
に
甲
状

腺
の
記
載
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
、
中
川
淳
庵
ら
が
ク
ル
ム

ス
の
解
剖
害
を
紙
訳
す
る
ま
で
は
わ
が
国
の
医
者
は
甲
状
腺
の
存
在

を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

②
「
解
体
新
書
」
と
甲
状
腺

明
和
八
年
（
一
七
七
二
三
月
四
日
、
江
戸
骨
ヶ
原
（
小
塚
ヶ
原
）
で

行
な
わ
れ
た
脈
分
け
は
杉
田
玄
白
ら
を
し
て
ク
ル
ム
ス
の
「
タ
ー
ヘ

⑥

ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
を
記
述
せ
し
め
た
直
接
の
動
機
で
あ
り
「
解
体

新
書
」
の
日
本
文
化
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。

７

こ
の
間
の
事
情
は
玄
白
の
回
想
記
「
蘭
東
事
始
」
（
←
名
蘭
学
事
始
）

で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
誹
訳
に
よ
っ
て
玄
白
ら
は
そ
れ
ま
で
の
中
国
医
学
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
組
織
や
器
官
の
知
識
を
得
た
。

神
経
、
大
機
里
爾
（
膵
臓
）
、
門
脈
、
奇
繼
管
（
胸
管
）
は
「
漢
人
未

ダ
説
カ
ズ
」
と
記
し
た
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
甲
状
腺
も
こ
の
中
に

数
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
解
体
新
書
」
巻
二
の
「
肺
篇
第
十
四
」
に
は
甲
状
腺
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
言
及
し
て
「
甲
様
機
里
爾
」
と
呼
称
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。こ

れ
と
同
じ
よ
う
に
現
在
の
「
甲
状
軟
骨
」
は
「
甲
様
軟
骨
」
と

し
て
あ
る
。

⑧

「
機
里
爾
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
固
席
Ｈ
で
「
腺
」
を
意
味
し
て

お
り
、
「
大
機
里
爾
」
と
い
え
ば
「
膵
臓
」
を
指
し
て
い
た
。
こ
れ

に
相
当
す
る
語
が
な
か
っ
た
の
発
音
通
り
に
し
て
お
い
た
の
で
あ
っ

た
。
な
お
「
解
体
新
書
」
の
図
版
に
は
甲
状
腺
の
記
載
は
な
い
。

「
解
体
新
書
」
の
公
刊
に
先
立
つ
こ
と
－
年
半
の
安
永
二
年
（
一

⑤
⑨

七
七
三
）
正
月
に
玄
白
ら
は
新
書
の
内
容
を
要
約
し
た
「
解
体
約
図
」

気
管
之
後
両
者
三
襲
也
。
一
者
薄
膜
、
二
者
薄
肉
、
三
者
小
機

里
爾
楕
籏
。
其
上
両
側
有
機
里
爾
之
大
者
著
焉
。
即
名
甲
様
機

里
爾
。
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を
作
製
し
て
世
に
問
う
た
。

一
は
「
解
体
新
書
」
の
広
告
的
役
割
を
果
た
し
、
他
は
蘭
書
の
樅

訳
出
版
に
対
す
る
幕
府
の
意
向
を
打
診
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
。

序
説
、
臓
脈
、
脈
絡
、
骨
節
、
解
説
の
五
枚
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、

第
三
枚
の
臓
脈
の
項
で
は
従
来
の
中
国
医
学
で
は
知
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
と
し
て
「
大
機
里
児
（
膵
臓
）
」
「
門
脈
」
「
奇
繼
管
（
胸
管
）
」

の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
甲
状
腺
に
つ
い
て
は
記
載
は
全
く
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

⑧
「
重
訂
解
体
新
書
」
と
甲
状
腺

大
槻
玄
沢
は
師
の
玄
白
か
ら
「
解
体
新
書
」
の
誤
謬
を
訂
し
、
こ

れ
を
一
層
完
壁
な
も
の
と
す
る
よ
う
命
を
受
け
た
。

約
十
年
後
の
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
は
既
に
完
成
し
て
い
た
よ

⑩

う
で
あ
る
が
「
重
訂
解
体
新
書
」
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
の
は
漸
く
文

政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

十
四
冊
の
大
部
か
ら
成
り
こ
れ
に
中
伊
三
郎
の
描
写
に
か
か
る
解

剖
図
一
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
「
巻
三
」
の
「
胸
篇
第
十
四
」
に
は
甲
状
腺
に
つ
い
て
「
甲

状
炉
胞
在
其
両
側
上
部
是
炉
胞
大
者
」
と
あ
る
。
「
其
」
と

は
気
管
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
解
体
新
書
」
で
「
機
里
爾
」
と
音
訳
さ
れ
た
が
、
玄

沢
は
こ
れ
を
「
炉
胞
」
と
意
訳
し
、
さ
ら
に
「
甲
様
」
を
「
甲
状
」

と
改
め
た
。
つ
ま
り
「
甲
様
機
里
爾
」
が
「
甲
状
炉
胞
」
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

同
じ
く
「
甲
様
軟
骨
」
は
「
甲
状
軟
骨
」
に
改
め
ら
れ
た
。

㈱
「
医
範
提
綱
」
と
甲
状
腺

文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
玄
沢
の
弟
子
宇
田
川
玄
真
は
「
和
蘭
内

景
医
範
提
綱
」
を
公
刊
し
た
。

叩

本
書
は
日
本
医
学
史
上
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
お
り
、
小
川
博

士
に
よ
れ
ば
「
平
易
な
文
章
を
以
っ
て
西
洋
解
剖
学
の
精
粋
を
説
き
、

生
理
学
及
び
疾
病
の
原
因
に
ま
で
及
び
当
時
の
医
家
を
神
益
す
る
所

が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
医
範
提
綱
」
の
普
及
し
た
他
の
理
由
と
し
て
、
前
述
の
「
重
訂

解
体
新
書
」
の
よ
う
に
大
部
で
な
く
僅
か
三
冊
と
手
頃
で
あ
り
、
さ

ら
に
ま
た
用
語
が
平
易
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
膵
」
の
字
を
製
っ
た
の
も
玄
真
で
あ
る
。
本
書
の
用
語
は
今
日

の
解
剖
書
の
そ
れ
と
余
り
大
差
が
な
い
程
で
あ
る
。

題
言
に
「
此
耆
一
一
載
ル
諸
器
諸
液
ノ
名
称
並
一
一
新
装
字
等
皆
重
訂

解
体
新
書
卜
参
考
出
入
シ
テ
改
訳
シ
医
範
提
綱
二
載
ル
所
ナ
リ
、
故

二
其
名
義
ハ
医
範
二
就
テ
考
フ
ベ
シ
、
斯
二
其
改
正
ス
ル
モ
ノ
ヲ
挙

ケ
原
訳
ノ
解
体
新
書
卜
異
同
ア
ル
ヲ
示
シ
検
索
二
便
ナ
ラ
シ
ム
」
と
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